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今年度は、新型コロナウィルス感染症の流行をきっかけに、全

世界が大きく変わった一年間でした。まだその変化への対応に

追われている方々も多いことであると思います。大きな変化への

苦痛もある一方、オンライン化の推進、感染症対策の具体的

方法の発展など、人々の適応能力に驚かされた一年でもあった

と思います。 

NFBT においては、初のオンラインでの学術会議を開催し、

新たな可能性を見いだせた年でした。京都支部においても、対

面からオンライン形式の研修会に変更し、これまでとは違う形で

活動を行いました。 

本ニュースレターでは、「オンライン化」をテーマに、オンライン学

術会議の舞台裏や、京都支部での取り組みに関して、様々な

方々からコメントをいただいた物を、編集いたしました。ぜひお楽

しみください！ 

 

B-1グランプリ 京都支部初優勝 

 第 9回目となるナンバー1 ブリーフセラピスト決定戦（通称：

『B-1』）は、参戦希望支部多数のため予選を行いました。 

 京都支部からは、福田さん、波多野さんが出場し、悲願の初

優勝を遂げられました！あまりにもおめでたすぎて、Zoomで懇

親会が開催されるレベルでした。 

また、オンライン面接という、完全に近代的かつ初めての形式

にも関わらず、遺憾なく実力を発揮しておられました。 

 このたび、凱旋されたお二人に、B-1 の感想をいただきました

ので、ご覧ください。 

 

 

 

 

オンライン化の一年を振り返って 
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 福田 凌 さん  

コメント  

 

京都支部のセラピストとして参加した、

福田と申します。支部の大先輩である志

田先生よりこのような機会をいただき、僭

越ですが、B-1 グランプリについてとりとめ

なく振り返りたいと思います。あまりにとりと

めなければ、依頼主である志田先生の

責任…というのは冗談です（笑）。 

（編集注：もし、とりとめなく感じた読

者の方々がいらっしゃいましたら、全責任

は完全に福田さんにありますが、私もこの

場をお借りして謝罪いたします） 

 

閑話休題。私は、ダブルセラピストでの

面接経験に乏しく、オンライン面接に至っ

ては、支部の ZOOM研修で何度かロー

ルプレイをおこなった程度でした。予選前

から戦々恐々とし、サブセラピストの波多

野久美子先生と何度も話し合いを重ね

てきたほどです。しかしながら、「普段のお

喋りぐらい、和気藹々と喋ろう」ということ

は一貫して共有してきました。 

 

実際練習もおこなう中で私は、職場

での集団精神療法での日々の経験に立

ち返りました。私はよく、「私は今の話を

聞いていて〜〜〜と感じました。◯◯さ

んはどう感じましたか？」と、参加者や他

職種に話を振っています。「そうだ。必死

に予定調和に持っていこうとせず、いつも

通り、クライエントさんや波多野さんに話

を振ってナラティヴを引き出し、それに伴

走したりリソースとして使えばいいのだ」と、

肩の荷が降りたことを思い出します。 

 

本番では、朗らかで凛とした振る舞い

の波多野さんと比べると、私は緊張により

ガチガチで（笑）、面接運びも拙かった

と思います。しかし、京都支部らしさや私

たちらしさ、面接システム内の「和気藹々

とした」相互作用は体現できたのではと

思います。ブリーフセラピーの進め方につ

いて、掘り下げて洞察することができ、大

変貴重な機会をいただくことができまし

た。 

末筆ですが、多くの方々のお力添えな

くして、今回の優勝という結果はありませ

んでした。このような機会をくださった大会

事務局の先生方や、何度も練習にお付

き合いいただいた京都支部の皆さま、何

より、心強い相方として最後まで支えてく

ださった波多野さんに、心からお礼を申し

上げます。 

 

波多野 久美子 さん 

コメント 

 

福田さんの口から「B-1」という言葉が

聞こえるようになったのは一昨年の 12

月頃だったでしょうか。学会で刺激を受け

て来たんだな〜相変わらず熱心だな〜と

感心していたのも束の間、その 2 ヶ月後

「伊東先生に波多野さんと B-1 に出ると

言いました」との連絡が届きました。内

心、おやおや、そうなりますか〜⁈と怖気

付きながら、同時に、尊敬している福田

さんからご指名いただいてとても嬉しく感

じたのを覚えています。 

 

 8月末に正式にエントリーしてから

は、研修のたびに（研修日以外に

も！）支部の先生方からの手厚いサポ

ートをいただきました。数々のアドバイスは

もちろん、ロールプレイを終える度に達人

たちが繰り出すコンプリメントの嵐（笑）

が、私たちの持ち味を伸び伸びと逞しく

成長させてくれたと振り返ります。京都支

部の先生方のお力添え無くしては今回

の結果は無かったと思っています。この場

を借りて改めて感謝の気持ちを伝えさせ

て下さい。みなさま本当にありがとうござい

ました！ 

話が行き来してしまいますが、最後に

福田さんとのやりとりを振り返りたいと思い

ます。と言ってもコンパクトにまとめられな

いほど沢山の思いを共有した 1年でし

た。B-1 の最中には 1日に 100件近

いメッセージを送り合う日もザラではなかっ

たと思います。見返して自分でも驚きまし

た（笑）些細な思いを共有し合える、

質問し合えるこの関係は私の宝物になり

ました。 

 

メインとしては一貫して「リアクションと

情報収集さえしてもらえたら十分ですよ。

いつもの雰囲気を大切にしましょう」と繰

り返して下さり、サブとして安心感がありま

した。サブでありながら任された役割があ

り、ワクワクした気持ちで本番当日を迎え

られたので、セッションの最中、良くも悪く

もいつも通りの私でいれたのだと思いま

す。 

 

 今後も、お互いに様々な影響を与

え合えたらどんなに幸せなことかと思いま

す。 

 末筆ながら、大会を運営して下さっ

た皆さま、B-1 にあらゆる形で参加され

た皆さまに厚く御礼申し上げます。 

 

 

お二人とも、本当にお疲れさま＆ 

おめでとうございました！！！ 
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今年は、NFBT初のオンライン開催の学術大会となりました。大会長の平泉先生を筆頭に、大会テーマの名前にふさわしい、素晴らし

い大会となりました。以下、平泉先生と実行委員の二本松さんより、コメントをいただいておりますので、ご紹介いたします。 

 

日本ブリーフセラピー協会第 12回学術会議 閉会のご挨拶 

 平泉 拓 （短期療法を学ぶ会 仙台支部） 

はじめに、弊大会に関わる全ての皆様に厚く御礼を申し上げます。大会参加者の皆様、弊大会にご参加いただき誠にありがとうござい

ました。講師の先生方に、大変お忙しい中、大変貴重はお話とお力添えを賜りました。全国の弊協会 支部長各位、クライエント役をお

引き受けいただきました皆様、株式会社仙台共同印刷、株式会社manaby、雅プロ株式会社、東北福祉大学に多大なお力添えを

賜りました。全ての、大会関係者に厚く御礼申し上げます。 

さて、本大会の報告をさせていただきます。大会参加者数は 353名、11月 10日時点の視聴回数は 2万 3千回、総再生時間

5,090時間、視聴者数（ユニーク視聴者数）3,159名、大会公式 Youtube登録者数 140名でした。このように、たくさんの方に

ご参加いただき、多くの動画をご視聴いただき、ブリーフセラピーについて多くの方に触れていただくことができました。参加者の皆様に、大

会をお楽しみいただき、ブリーフセラピーを学び深める機会となり、弊大会がブリーフセラピーの発展に寄与する機会となりましたら幸いで

す。 

 

来年度の大会は、北海道支部 北海道教育大学 浅井継悟先生が担われます。次回大会もご愛顧賜れますと、幸甚の極みで

す。弊協会は、全国にたくさんの支部がございます。本部研修も充実しています。弊大会をきっかけに、支部研修や本部研修にご興味を

持っていただき、ご参加いただけると幸いです。そして、本大会で知り合った先生方の交流も SNS、対面で深まりますと幸いです。 

若手によるオンライン大会とは何だったか。新コンテンツの創造、多くの方の参加とご好評、若手のプレゼンスを達成できました。本大会

はコロナの感染拡大を受けて開催された特殊な大会でした。ブリーフセラピーはパラダイムシフトを起こすことに本意あり、との理事長の言

葉を受けて、取り組みました。このバトンを次回大会につなげることができました。 

 

短澤直期 CM をご覧になりましたでしょうか。『感謝とオンライン』というフレーズがあります。この意味で、最後に特別に御礼を申し上げ

たい皆様がいます。自由を与えてくださった理事長 生田倫子先生なしに、本大会の成功はあり得ませんでした。事務局長として、配信

システム管理、大会企画シンポジウム、ジャズ企画、VR企画を取りまとめたのは高木先生です。「いつも平泉さんがやりやすいように」と私

をサポートしてくれました。B1 をとりまとめた浜野さん、ラジオ企画と裏企画 2種をとりまとめた田中さん各種 CM を制作し、ワークショップ 

をとりまとめ、庶務をされた二本松さん、大会交流企画をとりまとめた中島さん・沢口さん、研究発表を取りまとめ千葉さん、広報をとりま

 

NFBT第 12回学術会議 

「ブリーフセラピーの創造性・多様性」 後日談 
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 止めた櫻庭さん・鴨志田さん、コロナの影響で幻の神戸大会となり会計を担当された岩崎さん・林さんです。準備委員の皆さまは、お仕

事と研究、プライベートがある中時間を割いて取り組んでくれました。準備委員は、大会を通じて掛け替えのない仲間になりました。参加

してくれて、本当にありがとうございました。 

ご参加いただき、誠にありがとうございました。 

 

日本ブリーフセラピー協会第 12回学術会議を振り返って 

二本松直人（日本学術振興会特別研究員／東北大学大学院教育学研究科）

 今年は、コロナ禍ということで、オンライン・Web開催となりました。まさか、2年連続で大会事務局に関わることになるとは…と思いまし

た。私が大会事務局として参加させていただいたのは、飲み会帰りに大会長の平泉拓先生から電話がかかってきたことがきっかけでした。

その他、全国に有志を募るという形で実行委員が集まるという、オンラインならでは、といいますか、若い世代ならではといいますか、本当に

珍しい運営だったと感じています。そして集まった平泉拓大会長、高木源事務局長をはじめとする 12名のメンバーはコロナ禍に立ち向か

い、試行錯誤を重ねながらオンライン開催の準備を進めていきました。 

 

 7月半ばごろ、平泉大会長より広報のための CM作成のアイデアをいただきました。平泉大会長は、大会参加のプロモーションについて

ユーモアを交えながら、若手開催ならではの形で考案されておりました。最初のニュース企画については、「〇□タイムズ」を参考に作ってほ

しいと言われ、台本を作って撮影方法、撮影会場、動画編集、演者に関して多方面からご協力をいただき、作ってみました。そして 8月

末に完成したのが「NFTV ニュース」で、9月 1日から公開されました。すると、最終的に 1270回再生され作成者としては思った以上に

盛況だと思っています。それを皮切りにして、「〇、ついていってイイですか？」みたいなものいいかもね、というご意見をいただき、「学会準

備、ついていってイイですか？」を 9月半ばから作成し 10月頭に公開しました。この流れと並行して、特に計画立ててはないのですが、

平泉先生が夜遅くの編集作業が終わった疲弊しきった私をスマホで動画撮影し始めたのをきっかけに始まったのが、「クリエイター魂」です。

記憶が正しければたしか私も、そのときアドリブでクリエイター魂と言っただけのような気がします。製作費 0円、面白がってもらえるならと思

い、クリエイター魂は CM を作成するごとに平泉先生が私にスマホを向けて撮ってみて、公開してみたところ 300回前後も再生していただ

きました。平泉先生の動画編集能力が Youtuber レベルまでどんどん進化していっていたのは皆さんに伝えたい面白かったポイントの 1 つ

です。 
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  このようにして、CM による大会参加プロモーションは進んでいったわけですが、この動きを肯定的に見てくれていた日本ブリーフセラピー協

会理事長の生田倫子先生から「〇沢直△」をやりたいとお話しいただきました。それをきっかけに、集まったメンバーは、監督である上西創

先生、キャストには長谷川啓三先生、若島孔文先生、椎野睦先生といった先生方にご参加いただきました。私はカメラ撮影や編集作

業といった役割を担いました。大会のみならず、事務局本部も一丸となって大会広報のための CM を作成したというのはなかなか珍しいこ

とかもしれません（笑）。台本作り、ミーティング、日程調整などを経て 10月半ばに 2日間の弾丸撮影を行いました。私は、現場で上

西先生の演技指導や、椎野先生の練習量、生田先生の役の入り込みなどを見て、先生方が何の専門家であるのか分からなくなりまし

た。撮影された動画は、11月頭から大会当日に向けて公開されていきました。活字でお伝えするには限界がありますが、一番面白かっ

たのは撮影過程だったので、メイキング動画を公開できず、後悔しております。BGM も本気で、気に入った音楽の制作者に連絡を取って

使用許可までいただいておりました。それを見て、私は自分のクリエイター魂がいかにちっぽけで井の中の蛙だったかということを思い知りまし

た。 

 

 そして大会当日、参加者数はこれまでにない人数を記録し、コロナ禍という逆境の中にもかかわらず、大盛況に終わりました。ここから

は、せっかくなのでブリーフセラピーの観点から大会を振り返りたいと思います。まず、コロナ禍のオンライン開催という状況をユーティライズし

た CM作成というアイデアを考案した平泉先生やそれに便乗できるユーモア感覚をお持ちの先生方の存在、大会事務局だけで運営する

のではなく、事務局本部の先生方や参加者の皆様とも凝集性を高め、多方面へのラポール形成にも繋がった可能性があります。ブリーフ

セラピストの学会運営って、めちゃくちゃプラグマティズムなんだなあと思いました。そして、私のような若輩者が作った動画を「面白い」とか

「見れちゃう」とか言ってくださった方々には頭がありません。普通は、どこの誰だか分からない若者が作った動画なんて、私だったら見ませ

ん。否定的なフィードバックは本人には言えないと思いますので、そこまでご配慮いただいた皆様に改めて深謝申し上げます。末筆ではござ

いますが、ご参加いただいた皆様、その他関係者の皆様、誠にありがとうございました。   

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

運営委員の皆さん、 

本当にお疲れさまでした！ 

そしてありがとうございました！ 
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 今年は、京都支部の継続研修会も、オンライン開催となりました。対面とは異なる難しさがありましたが、講師一同試行錯誤を重ね、

zoomのミュート・画面オフを駆使したリフレクティング・プロセス、ブレイクアウトルームを活用したライブ SVなど、この上なく先鋭的（だと自

分たちでは思い込んでいる）取り組みを行いました。トム・アンデルセンがもしご存命なら、リフレクションの発展に涙を流して喜んでくれる

(恐らく)ことでしょう。 

 こういった取り組みを言語化するのは限界がありますので、研修会のスクリーンショットで代えさせていただきます。雰囲気だけでもお楽し

みください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

スクショで振り返る 

京都支部 研修会 
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Figure 1. 北海道支部のアイコン（シマエナガ） 

 

 

 

来年度の学術大会は、北の大地、北海道で行われます。北海道支部長であり、次年度の大会長でもある、浅井先生より熱いメッセ

ージをいただきましたので、ご覧ください。 

 

北海道支部(きたのだいち) Kick off(始動) 

浅井継悟(北海道支部 支部長) 

 

2021年 4月から日本ブリーフセラピー協会の 22番目（ぐらい）の支部として北海道支部が立ち上がります。通常であれば、政令

指定都市である札幌の名前をとり、札幌支部とでも表現した方が良いのかもしれませんが（仙台支部とか、盛岡支部とかそうですよ

ね？）、残念ながら、支部長が北海道の東側（釧路市）に居住している関係で、大きく「北海道支部」としました。 

北海道は、東北６県に加え、新潟、富山を加えた面積を有する広大な土地です。各地に散らばるブリーフセラピーを学びたい方のニ

ーズを満たすには、新型コロナウイルスの感染症対策に関わらず、対面ではなく「オンライン」形式での実施が鍵となります。 

実は、北海道支部立ち上げに先駆けて、2019年には本協会理事長の生田 倫子先生によるワンデーWS も開催されており、道民

のブリーフセラピーを学びたい熱い passion をワイシャツ越しに感じておりました。 

北海道支部では、年４回の勉強会を全て Zoom を用いたオンライン形式で実施します。初年度は、シンプルに、SFA、MRI、ダブル

ディスクリプションモデルと基礎中の基礎から取り扱っていきます。みなさまどうぞよろしくお願いします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

来年度の北海道大会・北海道支部について 
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 日本ブリーフセラピー協会 第 13回学術大会“も”はじめました 

 

浅井継悟（実行委員長） 

 

毎年恒例の学術大会を今年は北海道で行います。大会テーマは「変化と持続ー変われば変わる程、同じことー」です。ブリーフセラピ

ーを「しっかり」と学ばれたみなさんは、このテーマにピンとくるものがありますよね？え？ピンとこない？みなさん、ちゃんと勉強してますか？ 

冗談はさておき、変化の原理の第一部のタイトルのオマージュです。原文では「持続と変化」ですが、あえて逆にしてみました。コロナの

影響で、何かとニューノーマルだ、ニュータイプだ（これはガンダムですね）、新しい生活様式だなどと言われています。我々の身近なところ

では、カウンセリングや研修がオンラインになったり、対面で実施する場合もクライアントとの間に透明な仕切りがあったり、昨年の学術会議

がオンラインだったり（平泉先生、準備委員のみなさまお疲れ様でした）、何かと新しい環境・状況に適応してきた一年だったと思いま

す。 

ですが、全てが新しいことだったでしょうか？変化しても本質が変わらないものもあったのではないでしょうか？新しい環境・状況に適応す

ることに夢中になり、本質が置き去りになっていないでしょうか？持続していくもの、変わらないものについても目を向けていく様な学術大会

にしたいなと思っております。 

学術大会は、オンライン形式と対面形式のハイブリッド開催を予定しています。対面でご参加いただく場合は、北海道釧路市にお越し

くださいませ。どの様な形になるか私も予想がついておりませんが、みなさまにとって深い学びになる様に準備致しますので、是非ともご参加

ください。 

 

 

日本ブリーフセラピー協会第１３回学術会議 

開催日付：2021年 10月 2日（土）3日（日） 

開催場所：北海道釧路市（オンラインと対面のハイブリッド開催） 

（オンラインの場合は一定期間視聴可能） 

大会テーマ：変化と持続ー変われば変わる程、同じことー 

 

 

 

 

 

 

 

  

ニュースレター第 8号は、オンライン大会・研修会の特集記事とさせていただきました。コロナウィルスの流行による混乱の中、新たな取

り組みを行う皆さまの創造性に、とても勇気づけられた一年でした。そして、コロナ太りで 10kg増量した自分に対しても、底付き感を感じ

た一年でした。コロナ終息が見えない中ですが、この困難を必ず乗り切れることを願い、標準体重への回帰を願いながら、締めの言葉に

代えさせていただきます。 

（No8担当：志田 望 体重計の上で絶望を味わいつつ） 

編集後記 

釧路市 

Figure 2. 対面開催の会場のおおよその場所 
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